『土』 に 就て 

I 長 塚 節 著 『土』 序. 

夏 目漱石 



彼等の 下卑で、 浅薄で、 迷信が 強くて、 無邪気で、 狡猾 

ほと 

で、 無欲で、 強欲で、 殆んど 余 等 (今の 文壇の 作家 を 

悉 く 含む) の 想像に さえ 上りが たい 所 を、 ありあり 

と 眼に 映る ように 描写した のが 「土」 である。 そうし 

て 「土」 は 長 塚 君 以外に 何人も 手 を 着けられ 得ない、 

苦しい 百姓 生活の、 最も 獣類に 接近した 部分 を、 精細 

に 直 叙した ものであるから、 誰も 及ばない と 云う ので 

ある。 

人事 を 離れた 天然に 就いても、 前 同様の 批評 を她何 

な 読者 も 容易に 肯 わなければ 済まぬ 程、 作者 は 

きぬがわ 

鬼 怒 川 沿岸の 景色 や、 空 や、 春 や、 秋 や、 雪 や 風 を 綿 



決して 面白い から 読めと は 云い 悪い。 第一 に 作 中の 人 

物の 使う 一一 一一 n 葉が 余 等に は 余り 縁の 遠い 方 言 から 成り 

立って いる。 第二に 結構が 大きい 割に、 年代が 前後 数 

年に わたる 割に、 周囲に 平たく 発達したがる 話が、 筋 

を くっきりと 描いて 深くな りつ つ 前へ 進んで 行かない。 

だから 全体として 読者に 加速度 の 興味 を 与えない。 

さくそう てんめん もつ 

だ か ら 事件が 錯綜 纏綿 して 鏈れ ながら 読者 をぐ いぐい 

引 込んで 行く よりも、 其 地方の 年中行事 を 怠りなく 

丹念に 平 叙して 行く うちに、 作者の 栴ら えた 人物が 断 

続 的に 活躍す ると 云った 方が 適当に なって 来る。 其 所 

いさ さ けんいんりょく ひそ 

に 聊 か 人 を 魅す る 牽引力 を 失う 恐が 潜んで いると い 



ほと ばいしょう 

て も、 殆 んど此 圧迫の 賠償と して 何物 も 与えられて 

いない。 ただ 土 を 掘り下げて 暗い 中へ 落ちて 行く 丈で 

ある。 

きっと ひず 

「土」 を 読む もの は、 屹度 自分 も 泥の 中 を 引き摺られ 

るよう な 気がする だろう。 余 もそう 云う 感じが した。 

或 者 は 何故 長 塚 君 は ， J んな 読み づ らい もの を 書いた の 

だと 疑が うか も 知れない。 そんな 人に 対して 余 はた だ 

かよう 

一 言、 斯様な 生活 をして 居る 人間が、 我々 と 同時代に、 

ほどとお いなか 

しかも 帝都 を 去る 程遠から ぬ 田舎に 住んで 居る と いう 

悲惨な 事実 を、 ひしと 一 度 は 胸の 底に 抱き締めて 見た 

ら、 公 等の 是 から 先の 人生観の 上に、 又 公 等の 日常の 



だから、 知って 己れ の 人格の 上に 暗い 恐ろしい 影 を 反 

射させる 為 だか ら 我慢して 読め と 忠告した いと 思って 

居る。 何も 考えずに 暖かく 成長した 若い 女 (男で も 同 

ぼだいしん 

じで ある) の 起す 菩提心 や 宗教心 は、 皆此 暗い 影の 奥 

から 射して 来る の だと 余 は 固く 信じて 居る からで ある _ 

ど こまで 

長 塚 君の 書き方 は 何処迄も 沈着で ある。 其 人物 は 皆 

ぁリ まま 

有の 儘で ある。 話の 筋 は 全く 自然で ある。 余が 「土」 

を 「朝日」 に 載せ 始めた 時、 北の方の S という 人が わ 

ざ わざ 書 を 余の もとに 寄せ て 、 長 塚 君が 旅行し て 彼と 

面会した 折の 議論 を 報じた 事が ある。 長 塚 君 は 余の 

「朝日」 に 書いた r 満韓 ところどころ」 という もの を S 
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